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安
時
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住
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著

中
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公
論
美
術
出
版

本
書
は
、
平
安
時
代
貴
族
住
宅
で
行
わ
れ
た
儀
式
に
着
目
し
、
こ
れ
が
ど
の
様
に

展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
を
空
間
的
観
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
時

代
貴
族
住
宅
を
日
本
住
宅
史
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
に
平
安
宮
内
裏
及
び
平
安
京
を
も
対
象
と
し
、
平
安
時
代
貴
族
住
宅
の
空
間

的
性
質
を
よ
り
深
く
論
じ
て
い
る
。
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平
安
時
代
貴
族
住
宅
の
儀
式
時
に
於
け
る
空
間
的
性
質
に
つ
い
て
導
か
れ
る
の
は
以
下
の
様
な
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は「
礼
」の
向
き
の
不
確
定
性
と「
晴
」の
場
の
不
特
定
性
、
そ
し
て
配
置
構
成
・

平
面
規
模
の
成
立
・
変
遷
過
程
に
対
す
る
儀
式
時
の
用
法
の
不
関
与
性
で
あ
る
。
即
ち
、
同
じ
住
宅

に
於
て
も
寝
殿
で
の「
礼
」向
き
で
代
表
さ
れ
た
貴
族
住
宅
の「
礼
」向
き
は
必
ず
し
も
東
西
の
う
ち

の
一
方
に
固
定
さ
れ
ず
、
ま
た「
晴
」の
場
は
寝
殿
の
み
な
ら
ず
特
定
の
対
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
し
て
住
宅
の
左
右
非
対
称
化
、
特
に
対
の
平
面
規
模
成
立
に
対
す
る
儀
式
時
の
用
法

の
直
接
的
影
響
を
認
め
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
平
安
時
代
貴
族
住
宅
の
空
間
的
性

質
に
は
、
一
町
四
方
の
敷
地
の
東
西
両
面
に
正
門
を
開
き
、
ま
た
寝
殿
の
東
西
に
対
を
持
ち
こ
れ
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
中
門
廊
を
付
属
さ
せ
る
と
い
う
典
型
的
姿
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
の
時
代
特
有
の
配
置

方
式
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
平
安
末
期
に
な
る
と
東
西
対

の
う
ち
の
一
方
が
失
わ
れ
、こ
れ
に
伴
い
寝
殿
で
の「
礼
」の
向
き
は
一
方
に
固
定
す
る
よ
う
に
な
る
。

平
安
末
期
に
は
寝
殿
と
東
西
対
の
う
ち
残
さ
れ
た
対
で
の
儀
式
的
秩
序
の
向
き
は
共
に
同
一
方
向
を

示
す
様
に
な
っ
た
。
そ
し
て
門
の
用
法
も
こ
れ
と
対
応
し
東
西
の
う
ち
の
一
方
が
正
門
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
主
人
の
降
殿
口
は
中
世
に
か
け
南
階
か
ら
中
門
廊
へ
と
次
第
に
移
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
古
代
的
儀
式
と
近
世
的
接
客
・
対
面
儀
式
を
同
一

面
上
で
論
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
の
、
そ
し
て

さ
ら
に
様
々
な
観
点
か
ら
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
筆
者
は
古
代
平
安
時

代
か
ら
近
世
江
戸
時
代
に
至
る
日
本
住
宅
の
歴
史
は
、

こ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
複
数
の「
晴
」の
場
同
士
間
の

秩
序
化
と
、
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
於
て
成
立
す
る

「
礼
」即
ち
儀
式
的
秩
序
の
向
き
の
一
方
向
へ
の
収

斂
化
、
と
い
う
新
た
な
秩
序
空
間
成
立
へ
の
過
程
と

し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
寝
殿
や
東
西
対
を
そ
れ
ぞ
れ

中
心
と
す
る
多
核
的
秩
序
、
大
局
的
に
は
寝
殿
を
中

心
と
す
る
同
心
円
的
秩
序
か
ら
、
玄
関
を
経
て
奥
方

の
御
座
間
に
至
る
一
方
向
の
線
的
秩
序
体
系
成
立
へ

の
過
程
と
し
て
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
様
な
住
宅
史
の
流
れ
は「
晴
」

と「
礼
」の
概
念
を
明
確
に
し
、
峻
別
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
説
明
が
可
能
と
な
ろ
う
。
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西
庇
に
殿
上
人
座
、
対
で
は
南
庇
に
公
卿
座
、
南
広
庇
に
殿
上
人
座
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
な
違
い
は
何
故
生
じ
た

の
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
違
い
に
ど
の
様
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
両
者
が
詳
し
く
知
ら
れ
る
東
三
条
殿
で
の
例
を
取
り
上
げ
元
服
儀
の
次
第
や
儀
式
空
間
の
装

束
そ
し
て
参
加
者
に
着
目
し
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
寝
殿
で
の
例
は
寛
治
二
年（
一
〇
八
八
）正
月
二
十
一
日
行
わ
れ
た
藤
原
師
通
の
嫡
男
忠
実
の
場
合
で
あ
る
。『
後
二
条
師
通
記
』に
よ
り
当
日
の
様
子
を
窺
う

と
、
参
加
の
公
卿
ら
が
着
座
し
た
後
、
饗
応
が
あ
り
、
次
い
で
理
髪
、
加
冠
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
終
了
し
た
後
、
公
卿
ら
に
盃
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に

馬
二
疋
が
引
出
物
と
し
て
出
さ
れ
た
。

　
主
人
は
前
に
も
述
べ
た
様
に
祖
父
摂
政
藤
原
師
実
で
あ
り
、
加
冠
は
右
大
臣
源
顕
房
、
理
髪
は
頭
弁
高
階
能
遠
、
藤
原
為
隆A
が
つ
と
め
た
。

　
会
場
の
装
束
に
つ
い
て
は
幸
い
指
図（
図
３
）

が
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
具
体
的
に
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
主
た
る
会
場
は
四
尺
屏
風
で

仕
切
ら
れ
た
南
庇
と
西
庇
で
あ
る
。
南
庇
階
間

の
東
間
南
寄
り
に
主
人
座
と
し
て
の
摂
政
師
実

の
円
座
が
置
か
れ
、
階
間
の
西
二
ヶ
間
北
寄
り

に
右
大
臣
以
下
の
座
が
東
を
上
位
と
し
て
敷
か

れ
た
。
殿
上
人
座
は
西
庇
に
配
さ
れ
て
い
る
。

記
録
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
参
加
の

人
々
は
西
門
よ
り
参
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
るB
。

こ
れ
ら
の
座
の
配
置
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た

の
が
図
４
で
あ
るC
。

　
次
に
東
対
で
の
例
を
仁
平
元
年（
一
一
五
一
）

二
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
藤
原
頼
長
の
三
男

隆
長
の
元
服
に
見
よ
う
。『
台
記
別
記
』
同

日
条
に
当
日
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
上
達
部（
公
卿
）や
殿
上
人
が
着
座

し
、
一
、二
、三
献
が
あ
っ
た
。
次
い
で
冠
者
が

着
座
の
後
、
理
髪
、
加
冠
、
理
鬢
が
あ
り
、
そ

し
て
膳
が
供
さ
れ
る
。
最
後
に
引
出
物
や
禄
が

与
え
ら
れ
た
。

図 2　元服儀に於ける寝殿、対の公卿座、殿上人座

図 3　東三条殿寝殿に於ける元服儀指図（『後二条師通記』による）

図 4　東三条殿寝殿に於ける元服儀復元図（平面は太田静六氏による）

寛治 8年（1088）正月 21日

寝殿での元服 対での元服
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推
薦
の
こ
と
ば

　
平
安
時
代
の
貴
族
住
宅—

い
わ
ゆ
る
寝
殿
造—

の
研
究
は
、
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で

飛
躍
的
に
進
ん
だ
。
も
も
と
あ
っ
た
寝
殿
造
の
復
元
的
研
究
の
大
き
な
蓄
積
を
基
礎

に
し
て
、
近
年
の
研
究
は
も
っ
ぱ
ら
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
礼
の
分
析
を
通
し
て
、

寝
殿
造
と
い
う
も
の
が
一
体
ど
の
よ
う
な
住
宅
・
施
設
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
方
向
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
飯
淵
康
一

氏
は
こ
の
方
向
で
精
力
的
な
研
究
を
進
め
た
主
た
る
論
客
の
一
人
で
あ
る
。

　
飯
淵
氏
の
研
究
の
大
き
な
特
色
は
、
建
築
の
内
部
の
細
か
な
分
析
へ
と
収
斂
し
て

い
く
の
で
は
な
く
、
平
安
京
と
言
う
大
き
な
都
市
の
文
脈
の
な
か
で
貴
族
住
宅
を
理

解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
住
宅
建
築
内
部
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
た
課
題
の
多

く
が
、
広
く
都
市
内
部
の
位
置
や
利
用
法
な
ど
か
ら
解
け
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
積

極
的
に
示
そ
う
と
し
た
。

　
住
宅
を
説
明
す
る
時
、
「
晴
（
ハ
レ
）
」
と
「
藝
（
ケ
）
」
と
い
う
、
儀
式
と
日
常

生
活
を
対
比
さ
せ
る
有
名
な
分
析
概
念
が
あ
る
が
、
氏
は
新
た
に
、
「
礼
」
と
い
う

東
西
方
向
の
空
間
秩
序
概
念
を
持
ち
込
み
、
平
安
京
図
の
中
に
、
多
く
の
寝
殿
造
の

「
礼
」
と
い
の
向
き
を
図
示
し
て
見
せ
た
。
ま
た
、
天
皇
が
寝
殿
造
を
臨
時
に
御
所

「
里
内
裏
」
と
し
て
使
用
す
る
時
、
そ
の
外
側
の
広
い
領
域
を
内
裏
に
例
え
て
「
陣

中
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
住
宅
固
有
の
現
象
と
思
わ
れ
て
い
た
事
象

を
、
広
く
都
市
的
な
文
脈
で
捉
え
な
お
す
試
み
が
、
各
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
飯
淵
氏
の
提
出
し
た
幾
つ
も
の
新
し
い
視
点
は
、

後
の
研
究
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
に
再
検
討
を
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
、
長

年
の
研
究
が
一
書
に
纏
め
ら
れ
て
、
容
易
に
全
体
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
出
版
を
契
機
に
、
新
た
に
多
数
の
読
者
を
得
て
、
平
安
時
代
住
宅

史
さ
ら
に
日
本
の
住
宅
史
の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

広
く
都
市
的
文
脈
か
ら

　
　
　
究
明
さ
れ
た
住
宅
史
研
究

用
い
た
主
な
史
料

儀
式
書
…
内
裏
儀
式
、
内
裏
式
、
儀
式
、
北
山
抄
、
西
宮
記
、
江
家
次
第
、
他

日
　
記
…
小
右
記
、
権
記
、
御
堂
関
白
記
、
左
経
記
、
春
記
、
水
左
記
、
康
平
記
、
帥
記
、

　
　
　
　
後
二
条
師
通
記
、
中
右
記
、
長
秋
記
、
永
昌
記
、
殿
暦
、
兵
範
記
、
台
記
、
山
塊
記
、

　
　
　
　
吉
記
、
玉
葉
、
玉
蘂
、
明
月
記
、
花
園
天
皇
宸
記
、
園
太
暦
、
他

　
　
　
　
百
練
抄
、
本
朝
世
紀
、
日
本
紀
略
、
類
聚
国
史
、
他

    

第
五
節
　
貴
族
住
宅
に
於
け
る
主
人
の
出
口

    

　
　
　
　
　
　

－

変
遷
過
程
及
び
そ
の
要
因

－

第
六
章
　
平
安
宮
内
裏
の
空
間
的
秩
序（
二
）

    

第
一
節
　
平
安
宮
内
裏
、
承
明
門
・
日
華
門
の
儀
式
時
に
於
け
る
性
格

    

第
二
節
　
紫
宸
殿
上
に
於
け
る
天
皇
及
び
公
卿
ら
の
沓
の
着
脱

    

　
　
　
　
　
　

－

儀
式
時
の
検
討

－

    

附
　
節
　
近
世
内
裏
の
空
間
的
秩
序

第
七
章
　
平
安
京
に
於
け
る
空
間
認
識

    

第
一
節
　
太
白
神
に
よ
る
方
忌
み

    

　
　
　
　
　
　

－

平
安
京
及
び
貴
族
住
宅
か
ら
見
た

－

    

第
二
節
　
大
嘗
会
御
禊
點
地
に
於
け
る
方
角
認
識
の
基
点

    

　
　
　
　
　
　

－

東
西
間
距
離
か
ら
見
た『
兵
範
記
』仁
安
元
年
十
月
十
五
日
条
の
解
釈
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